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ハボタン黒腐病に対する薬剤防除法

神頭武品m*.石JII}IJ真也*

嬰約

Xant!lOmonas campestris pv. campestrisによって51き起こされるハボタン黒腐病に対し，プロベナゾ-

lレ粒剤，オキシン錦水和剤，マンゼフ守水和斉IJの予紡効果が高く，特に，プロベナゾール粒剤の定植時横

穴土壌混和処理は極めて高い防除効巣を示した.

The chemical control against Black Rot of Flowering Cabbage 

つrakeshiKANTO and Jyunya ISHIKAWA 

Summary 

We confinned that probenazol， organic cupper and manneb have high preventiv巴effectsagainst black rot of 

flowering cabbage caused by Xanthomonas cαmpestris pv. campest巾. Especially， soil mixture treatment of 

granular probenazol 2g/hole at th巴transplantingshowed control value 90. 
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添加して散布した.散布月日は表 1に示す.

(5) 接種:黒腐病細蘭 (Xm仙 ol1lonascampestris pv. 

cal1lpωtris :静岡大学保存菌)懸濁液 (lX106cfu/ml，

tw巴巴n20を0.05%となるよう添加)を 9月28自に十分量

噴霧接種した.接種後2日陪ハボタンをポリ袋で保湿した.

(6) 底訪日 :11R5株 3反復

(7) 発病調査:1O}J17自に金株の展開上位葉から 7葉に

ついて発病葉数及び病斑数を調査した.

試験2(2002年)

(1)試験場所および供試品種:試験 1に同じ

(2) 耕種概要:8月6日 (400穴トレイ)に播種し，

}J5Bに9cInポットに定植後，底面給水で管理した.

(3) 薬部処理:プロベナゾーJレ粒剤 (8%製剤)を 9月

5Bに1~ 2 g/株元土壌混和した.

(4)接種:黒腐病細菌 (Xanthomonas叩 I1lpestrispv. 

call1pestris :静関大学保存菌)懸潟液 (8X108cfu/ml， 

tween20を0.05%となるよう添加)を 9月初日に十分量

噴霧接種した.接穣後2日間ハボタンをポリ袋で保湿した.

(5) 軍制 1区5株 3反復

(6) 発病諦査 :10月10日に，全株について，展開上位葉

から 8葉について，発病葉数及び病斑数を調査した.

ハボタン黒腐病は Xanthol1lonascall1pestris pv. call1pestris 

によって引き起こされる細菌病3)で，はじめ葉の裳面に針

頭大で暗緑色の71<.浸状斑点が現れ，やがて拡大し， 3~ 

5臨の不整形，中央が灰白色，周辺が黒褐色の病斑とな

る.問時に葉縁部からV字型に黄化し，葉脈が黒変する症

状を生じることもある.本病の発生により商品価値が低下す

るため、早急、に防除法の確立が望まれている.本病に対し

ては品種間差異が存在する41ため，抵抗性品穣の育成も

考えられるが、開発には長期間を要すること，また， 2003農

薬年度現在，本病に対する登録農薬がないこと 1)から有効

薬剤を検討し，登録への提言を行うこととした.

冨緒
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材料及び方法

試験 1(2001年)

(1) 試験場所:農業技術センター内力ラス室

(2) 供試品種:r紅はとj

(3) 耕種概要:7月27自に播種， 8 }J30Bに9cmポツ

トに定植，以降底面吸水で、管理した.本病涼細菌の接

種後は，じようろで軽くかん水し，発病を促した.

(4) 薬剤処理

有機錦フロアブル (35%製剤)800f音波(以下，鍋と

標記)，マンゼブフロアブル (20%製剤)500倍液(以下，

マと標記)，パリダマイシン液剤 (5%製剤)800倍液

(以下，パと標記)を各種組み合わせ， tween20を0.05%

2004年 8月31日受理

*兵庫県立農林水産技術総合センター農業技術センター
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考察

本研究では， 2001年に散布剤を， 2002年に粒剤を試験

した.2001年の結果では，表2のとおりマンゼフ、、水和斉IJ

と有機銅水和剤の接種前散布の防除効果が高かった.マ

ンゼブは，有機硫黄系の化学物資5)であり，微生物の SH

と結合して殺菌効果を発揮する.細菊病についても効

果的であること1が知られていた2) 今罰のように予妨散

布を行えば，マンゼブでもハボタン黒臓病細菌に対し，

十分肪除効果があることが判明した.特に，マンゼブフ

ロアブルの接種前後各 l回散布は防除価84.7と非常に高

い防除効果があった.有機銅についても微生物の SH恭

を盟害することや，以前から細菌病に有効で、あることが

知られており，今聞の有機銅フロアプルの接種能2回散

布で関除錨79.3という結果はそれを裏付けるものと考え

られる.2002年の試験でプロベナゾール粒剤の定植時植

穴土壌混和 2g/穴処理により防除価90以上と高い防除効

果を示した.プロベナゾールは，植物の病害抵抗性を向

上させる物質でありへ既にキャベツ黒腐病に登録があ

る.今問，ハボタン黒臓病でも防除効果が梅めて高いこ

とが確認された.

弘上の結果から，ハボタン黒腐病に対し，定植時のプ

ロベナゾー1レ粒剤土壌混和処理，主主育期(定植後)の有

機銅またはマンゼブ水和剤の予防散布(感染前散布)が

有効であると判断される.実際の妨徐に際しては，感染

時期を明確に把握しにくいため，今回の試験のように的

確に感染前あるいは感染後の薬剤散布を実施することは

離しい.したがって，定植特に植穴に処理するプロベナ

ゾール粒斉IJの方が散布郁よりも安定した防除効果を期待

ーできる. したがって，今後は，多発条件下でのプロベナ

ゾール粒剤の防除効果を確認し，ハボタン黒腐病に対す

る農薬登録が促進されるよう関係機関に鋤きかけるとと

もに，抵抗性品種の開発とも併せて現場でのハボタン生

産に寄与できるよう検討する.

27 

巣

試験 1

表 2のとおり，黒臓病縮瞳接種後のパリダマイシン散

布区(1I包)では， 10月178調査で 1葉当たり病斑数が

10.3と無処理の11.1とほぼ向様の発病となり，防除価は

7.2と緩めて低かった.接種後パリダマイシン散布匿(1I，

WおよびV!R)のうち譲種前有機銅2翻散布毘 (N区)

およびマンゼブ2国散布区 (VI区)は 1葉当たり病斑

数がそれぞれ2.3，2.8とたいへん低く抑えられ，防除価

でそれぞれ79.3，74.8と高い防除効果を示した.接積前

と接種後にそれぞれ有機銅またはマンゼブを散布したE

区と V区では，田区で l葉当たり病斑数が4.6，妨徐価

が58.6，V区でそれぞれ1.7， 84.7とマンゼブが非常に

使れた紡除効果を示した.以上の結果から，接種前の有

機錦 2屈散布 (N註)，接種前と接種後のマンゼブ各 1

留散布 (V区)および接種訴のマンゼブ2聞散布 (VI区)

は防除価75以上と高い防除効果会示すことが判明した.

各薬剤とも薬害はなかった.

結

各薬剤の散布によるハボタン黒腐病防除効果(2001)

発清禁容(%)b)

表2

防制限c)

1 (無処理)

H 
羽

N 
V 

VI 

7.2 
58.6 
79.3 
84.7 
74.8 

l葉あたり撒轍b)

11.1:i:1. 2 

10.3土2.2
4.6土1.4
2.3:i:1.2 
1.7土1.1
2.8土1.1

34.3土3.3
38.1:と6.3
22.9土7.2
16.2土5.8
10.5土3.4
19.9土5.3
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，)表 1参照、 b)3反復の平均土標準誤差、 c)無処理(I!R)に対する 1策あ
たり病波数より算出
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試験2

プロベナゾール粒剤をポット定植時に 1~2 g/植穴土

壌混和して黒腐病細醤を接種じ，発病を調査した.表3

のとおりプロベナゾール粒剤定植時植穴2g処理包で l

葉当たり病斑数が0.23となり，無処理の 9%，防除偲で

90.9と発病抑制効果が高かった.同時期の植穴 19処理

区でも l葉当たり病斑数0.83と無処理の32%，防除価で

67.8と2g処理よりも劣るものの発病を低く抑えた.薬

害はなかった.

表3 プロベナゾール粒剤の定植時株元土壌混和処壊の
ハボタン黒腐病防除効果 (2002)

発病薬事(%)，)H実あたりf蹴撤，)防制面 b)

67.8 
90.9 

2.56土0.6
0.83土0.1
0.23土0.1

I無処理区 48.1土7.5
Zプロベナソ・-}同錆IJlgf株区 22.5土2.9
EプロベナゾーJ時捌知事相互 6.7土3.0

日
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I区)に対する 1禁あたり病斑数3反復の平均土標準誤菱、
より算出




